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田 代 会 長 殿 

運営委員・会員 各位 

活動責任者 前田清治 

報告書作成者  前田清治 

活 動 日 

201８年１０月７日（日） 天候 晴れ 

江藤 渡辺圭 永山 荻島 吉井 竹本 

萩原 前田    計８名 

順不同 

活動目的：間伐 

活動スケジュール 

８：３０ 東青梅駅集合 

８：４５ ミーティング・資器材準備   

９：２０ 準備体操、カラ沢から入山  気温２０℃ 

１０：１５ 広場エリア間伐開始      

１４：００ 自然観察班と合流 

１４：２０ 下山完了    

１４：４５ 道具清掃、解散        

車提供：渡辺圭・荻島・江藤 

活動内容 

 

１ 9月の定例活動は2回、降雨で中止となったため久しぶりの間伐、心ウキウキも1ヶ月のブランク 

 は顕著に表れリンドウ坂の登りで息切れする。 

２ 最初に檜の大物、幹回り１０４ｃｍに挑戦、谷側重心のものを山側に倒そうとしたのが失敗、結局、

谷側に受け口を切り直し、追い口を切る途中で自然に倒れはじめ、掛木となったが先端部重さで徐々に

自己倒木しました。（下記４の鋸を購入しましたので、今後大径木の伐倒をしますよ） 

３ 24号台風の強風が吹き荒れたそうですが保全地域は北斜面あるため作業道に杉・ヒノキの落枝、落葉

ありましたが倒木は全く見られませんでした。 

４ 新型鋸（カタナボーイ５００）の照会 

  現在間伐で使用している大鋸は刃渡り３００ｍｍですが、今回某氏購入したカタナボーイ５００は 

 刃渡り５００ｍｍで鋸面を曲面研磨してあるため切れ味抜群、切り口も非常になめらかです。今までの

鋸の３／１の時間で玉切り完了です。難点は、刃渡りが長いため「しなり」易いので横引きするときは

刃を水平にしないと効力を発揮しません。(習熟が必要) 

間伐作業 道作り作業・補修 自然観察 巣箱設置 

５本 階段１か所補修) 
  

作業効率、省力化が図られます

ので公社消耗品予算での購入

を予定しています。 


